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荒 木 光 彦 (京都大学高等教育教授システム開発センター長)
赤 岡 功 (京都大学前副学長 ･経済学研究科教授)
(荒木) だいぶ遅くなってしまいましたが､少しだけご挨拶を､私ではなく別の方にお願いします｡
9回のフォーラムを京都大学の高等教育教授システム開発センターとしてやってきました｡このセンターがこの4
月から発展解消します｡先程､教養教育の改革と総長がお話になりましたが､｢高等教育研究開発推進センター｣とい
うものに発展解消して､その中の ｢高等教育教授システム研究部門｣に､今のセンターは位置づけられます｡非常に
大きなサイズと目的を持った新しいセンターに発展的に解消するものです｡4月からそのセンター長をなさる予定の
赤岡先生に開会の辞をお願いします｡
(赤岡) 少しお話ししたい点がないわけではないのですが､時間がかなり超過していますので｡今日は非常に良い
お話を聞かせていただいて､ありがとうございました｡先程から批判ばかりで､いい点がないというご意見もありま
したが､本間さんは ｢ここへ集まっていることがとても良いことだ｣とおっしゃいました｡しかし､いささか平均年
齢が高いような気はします｡平均年齢を高くすると日本人はりっばだというのが通例ではありますが､そうでないお
話もしたいのです｡それはまた懇親会でということにさせていただきます｡
今､荒木先生からそのようにおっしゃっていただきました｡私は､そのような大きな仕事をしなければならないの
ですが､荒木先生､皆さん方のご協力を得まして10回目をさらに盛り上がるようなかたちに持っていきたいと思いま
すので､皆さん方､来年､ぜひまたお越しいただきたいと思います｡それぞれの方がお1人でもお2人でもお連れの
方を連れてきていただくと1000人になりますので､そう願います｡今日は､このフォーラムそのものを閉じたいと思
います｡ありがとうございました (拍手)｡
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